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職員の異動

　　　　　　　　　　　　世田谷税務署
　　　　　　　　　　　　新署長あいさつ　　間瀬　利雄　
　　　　　　　　　　　　
                                                                          仲秋の候、公益社団法人世田谷法人会の皆様には、ますます
                                                                          御清栄のこととお喜び申し上げます。この度の人事異動によ
                                                                          り東京国税局課税第一部企画調整官から転任して参りました
                                                                          間瀬利雄でございます。前任の八重樫に引き続き、よろしく
                                                                          お願い申し上げます。

役員並びに会員の皆様には、平素より税務行政の円滑な運営に対しまして、格別の御理解と御協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。

貴会におかれましては、租税教育や税の啓発活動に熱心に取り組まれ、国税庁後援事業である小学生を対
象とした「税に関する絵はがきコンクール」のほか、「せたがや産業フェスタ」でのイータ君のペーパーク
ラフトコーナー、地域イベントでの税金クイズなど、地域に密着した様々な事業活動を展開しておられます。
こうした活動は、次代を担う子供たちをはじめ、幅広い世代の皆様に税の意義や役割について理解を深め
ていただく上で極めて重要なものであり、税務行政を担う私どもにとりましても誠に心強い限りです。皆
様の御尽力に改めて深く感謝申し上げます。

さて、国税庁では、デジタル・ガバメントの実現に向け、国税に関する手続のデジタル化や、システムの
効率化・合理化、業務の効率化に取り組むとともに、「事業者のデジタル化促進」の観点から、経済取引の
デジタル化による生産性の向上など、税務を起点とした社会全体のＤＸ推進にも取り組んでおります。
当署におきましても、法人税 ALL e-Tax をはじめ、マイナポータル連携とスマホを利用した所得税申告、
相続税申告やオンライン請求による納税証明書（ＰＤＦ）の取得といった各種手続における e-Tax の利用
やキャッシュレス納付など、デジタル化によるメリットを享受していただけるよう、利用促進に取り組ん
でおります。

特に、「源泉所得税のキャッシュレス納付」につきましては、令和８年度も局署を挙げて重点的に推進して
まいります。「所得税徴収高計算書の提出」と「納付手続」を同時に行うことができる「自動ダイレクト」は、
毎月の源泉所得税に関する事務負担を軽減する便利な納付方法ですので、まだ御利用いただいていない身
近な事業者の方々にも、会員の皆様からその利便性をお伝えいただくなど、社会全体のＤＸ推進にお力添
えを賜りますようお願い申し上げます。

結びにあたりまして、公益社団法人世田谷法人会のますますの御発展と、会員の皆様の御健勝並びに事業
の御繁栄を祈念いたしまして、私の着任の挨拶とさせていただきます。
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事業研修委員会　（先着無料・定員 100） 税制委員会　（聴講無料・定員 50） 第７地区

令和 8年分 年末調整等研修会開催
世田谷税務署のご協力のもと、年末調整等に関する研修会
（聴講無料）を下記の通り開催いたします。（各回定員 50名）

【日時】　　※両日ともに受付開始 14時 30 分
〔第１回〕2026 年 10 月 27 日（火）15時～ 17 時
〔第２回〕2026 年 11 月６日（金）15時～ 17 時
【会場】世田谷合同庁舎２階 共用会議室
【住所】世田谷区若林 4-22-13
【電話】03-6758-6900（世田谷税務署）
【内容】　　※両日ともに研修会内容は同一となります。
１．年末調整事務の留意点等について
２．令和 8年税制改正について
【申込方法】　期日：10月 20 日（火）
〔フォーム〕右のQRコードから
〔メール〕info@setagaya.or.jp
〔お問合せ〕公益社団法人世田谷法人会事務局
〔電話〕03-3410-1425

スフィーダ世田谷との交流会
世田谷法人会では、なでしこリーグで活躍するスフィーダ
世田谷の選手・スタッフを迎え、交流会を開催します。
選手との交流やトークを通じて、競技への思いや地域との
つながりを深める貴重な機会となり、参加者同士の親睦も
深まる有意義な時間となります。

【日時】　2026 年 11 月 8日（日）18時～
【会場】祖師ヶ谷大蔵駅周辺 ( 予定 )
【申込方法】　後日メールにて案内します。

「巨大 IT 企業を復活させたベンチャー精神」
- 創業者から学んだ” Connecting the dots” の人生哲学 - 

【講師】竹林 賢 氏　（たけばやし たかし）
Apple Japan で 22 年間広報部長を務めた経験をもとに、
企業価値を高めるブランド戦略や広報活動について実例を
交えながら解説。SNS 時代に求められる情報発信の考え方、
信頼を築くコミュニケーション、経営に活かせる広報・マ
ーケティングの実践ポイントを紹介します。
【日時】　2026 年 10 月 14 日（水）
【受付】17時 30 分　【開始】18時
【会場】三茶しゃれなあどホール「オリオン」
【住所】世田谷区三軒茶屋１-41-10
【申込方法】
〔フォーム〕右のQRコードから
〔メール〕info@setagaya.or.jp
〔お問合せ〕公益社団法人世田谷法人会事務局
〔電話〕03-3410-1425

ませ　　　としお



従業員の「心の健康」が、会社の未来を守る 

－2028年のストレスチェック義務化に備えて－  

健康経営新聞拡大版～会員の恩田さんにストレスチェックについてご寄稿いただきました。

東京大学脳神経外科に入局、東大病院、都立駒込病院、東京警察病
院や国立国際医療研究センター病院を経て、生まれ育った三軒茶屋
に恩田メディカルプラザを開院。現在は地域医療と並行して、産業
医および労働衛生コンサルタントとして、世田谷区内を中心に企業
の健康管理をサポートしている。

医療法人社団恩田 理事長 恩田泰光

労働衛生コンサルタント（保健衛生）・日本医師会認定産業
医・医学博士〔東京大学〕・MBA〔慶應義塾大学〕脳神経外
科専門医

お問い合わせ・ご相談

 TEL：03-5726-9327 
恩田メディカルプラザ

（三軒茶屋・世田谷区、協会けんぽ健診医療機関）

クリニックサイト：https://onda.or.jp/

https://free-stresscheck.com
無料ストレスチェックはこちらから
運営：株式会社ONDY’s  （代表：恩田泰光）

【重要】「50人」の正しい数え方　
正社員だけで判断するものではありません。パート・アルバイト・契約社員・派遣社員を含む、常態的に勤務して
いる人数で判断します。「正社員は 40人だから大丈夫」と思っていても、実際には 50人を超えていて産業医の選
任義務が発生しているケースがあります。産業医を選任していない場合、労働安全衛生法により 50万円以下の罰
金が課されます。

Q.  2028 年 4月から 50 人未満の事業場にもストレス
チェックが義務化されます。中小企業の経営者が特に
知っておくべきポイントは何でしょうか。

A. 経営者に押さえていただきたいポイントは三つです。
〇 ストレスチェックは従業員の気づきを促すものであ
    り、評価や監視のためではないこと。
〇 個人の結果は、同意がなければ会社が勝手に見れま   
    せん。
〇 実施して終わりではなく、相談・受診・職場環境改
    善へとつなげること。
　　　　　　　　　　　　　　　　

Q.  従業員 10 人から 50 人未満の企業にとって、ストレ
スチェックはどのような意味を持つのでしょうか。

A. 中小企業では、社員一人が休職・退職した場合の現
場への影響は深刻です。また、人材不足の今、新しい
人を採用するよりも、すでに会社を知っている従業員
に長く健康に働いてもらう方が、会社にとって大きな
意味を持ちます。しかし 10人から 50人未満の組織で
は、誰か一人に業務が集中しやすく、本音も言いにく
くなります。ストレスチェックは、従業員が自分の状
態に気づき、経営者が職場の危険信号を早めに知るた
めの仕組みです。単なる法令対応ではなく、今いる人
材に長く働いてもらうための取り組みです。
　　　　　　　　　　　　　　　　

Q.  逆に、もっと早く対応できれば良かったと感じる
ケースはありますか。

A. 本人が産業医面談を希望されず、うつ病と診断され
てそのまま退職される方がいます。一度面談できれば、
何かできたのではないかと思うことも少なくありませ
ん。メンタルの問題は、深刻になるまで表面化しにく
いものです。だからこそ、面談につながる仕組みと、
相談しやすい職場の雰囲気が必要です。ストレスチェッ
クは、その入口になります。

Q.  中小企業の経営者がメンタルヘルスに関して陥りや
すい誤解はありますか。

A. 最も大きな誤解は、「メンタル不調がある人は、もう
使えない」という思い込みです。メンタルヘルス不調
には幅広いグラデーションがあり、軽い段階で気づき、
休養・相談・業務調整につなげれば、元通りに働ける
方はたくさんいます。「不調＝即戦力外」ではなく、早
期に介入し、回復を支援し、長く活躍してもらうとい
う発想が重要です。外から分かりにくいからこそ、ス
トレスチェックによる定期的な「見える化」が有効です。

Q.  義務化に向けて、今から準備しておくべきことは何でしょうか。費用負担を心配している経営者へのメッセージ
もお願いします。

A.「ストレスチェックはコストがかかる」というイメージがあるかもしれません。そこで私は、無料で利用できる
ストレスチェックサービス「ストレスフリー」を開設しました。厚生労働省の基準に準拠した職業性ストレス簡易
調査票をベースに、メールアドレスだけで登録でき、スマートフォンでもパソコンでも実施できます。
ストレスチェックには 57項目版や 80項目版などがありますが、法令上の義務を果たすという観点では、57項目
版で十分です。大切なのは項目数ではなく、結果を職場改善につなげることです。「ストレスフリー」は 57項目版
に準拠しています。

Q.  最後に、世田谷法人会の経営者へメッセージをお願いします。

A. ぜひ一度「ストレスフリー」を使って、ご自身のストレス状態を確認していただきたいと思います。
経営者は毎日大きな責任を背負っています。「自分は大丈夫」と思っていても、チェックすることで気づくことが
あるかもしれません。
完璧な制度を最初から作る必要はありません。まず自社の状態を知り、早めにリスクを見つけ、相談できる専門家
を持つ。それだけでも会社の安心感は変わります。
当院では、「ストレスフリー」を入口に、産業医顧問契約や労働衛生研修、職場環境改善のご相談を承っています。
皆様の会社に合った現実的な体制づくりを一緒に考えます。

Q.  経営上のメリットという観点から、もう少し具体的
に教えてください。

A. 大きく四つあります。
① 人材の定着：メンタル不調による休職・退職を予防
    することは、採用コストや教育コストの削減に直結
    します。
② 職場の課題の可視化：個人の結果は会社に共有され
    ませんが、集団分析によって部署ごと・職種ごとの
    ストレス傾向を把握できます。傾向が見えれば、業
    務量・人間関係・役割分担の見直しにつなげられます。
③ 法的リスクのヘッジ：過去の裁判例を見れば、業務に
    起因するうつ病や精神障害について、 会社の安全配
    慮義務違反が認められたケースは少なくありません。
    早めの介入こそが最大のリスクヘッジになります。
④ 健康経営への第一歩：「健康経営に取り組む会社」と
     いうブランドは、採用においても取引においても確
     実な強みになります。

Q.  これまで産業医として関わった中で、早期対応が功
を奏した事例を教えてください。

A. 私の顧問先企業（東証一部上場企業）での話です。
20代の男性 Aさんは、名門大学を出た営業のエースで、
業績・人望ともに優れた人物でした。ところが、同じ
大学出身の上司と同じ部署になってから風当たりが強
くなり、眠れなくなっていきました。人事部の勧めで
私のもとに来た時には、趣味の筋トレにも行けず、休
日は電気を消して一日家にいる状態でした。
まずは軽い抗うつ剤と睡眠導入剤を処方してしっかり
眠ることから始めると、二、三ヶ月で見違えるように
回復しました。再発を防ぐため、人事部には別部署へ
の異動を提案。復職後は生き生きと仕事に取り組み、
筋トレも再開しているようです。

『 50 人未満だからこそ、今から。50人以上だからこそ、今一度見直しを。』



各地区・委員会活動報告

「令和 8年度通常総会・懇親会」
2026 年 6 月 9日（火）/  銀座アスター三軒茶屋賓館
総会では、物故者への黙祷の後、会長挨拶、議長選出、定足数確認等を経て議事に入り、令和
8年度事業計画および収支予算についての報告、ならびに令和 7年度事業報告・決算報告に関
する議案審議が行われました。監査報告もあわせて行われ、各議案は原案どおり承認可決され
ました。
また、来賓紹介に続き、世田谷税務署 署長 八重樫 司様よりご祝辞を賜り、祝電も披露されま
　　　　　　　　　　　　　   した。総会終了後には懇親会を開催し、会員相互の親睦を深め
                                                           るとともに、感謝状・表彰状の贈呈も行われ、盛会のうちに終
                                                           了いたしました。
                                                           ご出席いただいた皆さま、ならびに開催にご協力いただいた関
                                                           係者の皆さまに、厚く御礼申し上げます。
                                                           （総務委員長 島﨑 政虎）

第 9地区（第 7・8・9地区合同）
「2026 成城さくらフェスティバル」
2026 年 4 月 4日（土）・5日（日）/  成城 6・7丁目桜並木周辺
第 7・第 8・第 9地区合同で参加しました。税金クイズや 1億円
レプリカ体験、租税教育冊子の配布などを実施し、多くの来場者
で賑わいました。世田谷税務署からは八重樫署長、土部副署長、
                                                                中村副署長、奈須下総務課長、
　　　　　　　　　　　　　　　中野統括官にもお立ち寄りいた
　　　　　　　　　　　　　　　だきました。各地区、大同生命
　　　　　　　　　　　　　　　の皆様にもご協力いただき、無
　　　　　　　　　　　　　　　事に 2日間の活動を終えまし
　　　　　　　　　　　　　　　た。（担当副会長 柴崎 守弘）

女性部会
「第 20回法人会全国女性フォーラム（埼玉大会）」
2026 年 4 月 16 日（木）/  ソニックシティとパレスホテル大宮
「彩の国から輝く未来へ ～女性が創る新時代～」をテーマに、
全国から 1,600 名以上が参加し、世田谷法人会女性部会から 2
名が参加しました。林家たい平氏の記念講演や大会式典、絵は
                                                                      がきコンクール受賞作品
                                                                      の紹介などが行われ、懇
                                                                       親会では全国の女性部会
                                                                       員との交流を深める貴
                                                                       重な機会となりました。
                                                                       （担当副会長 冨田 稔）

第 8地区　「施設見学会」
2026 年 5 月 27 日（水）/  国会議事堂および防衛省市ヶ谷駐屯地
会員交流と会員拡大を目的に「大人の社会科見学」を開催し、
非会員 19 名を含む 41 名が参加しました。国会議事堂では議員
秘書の案内による見学、防衛省市ヶ谷地区では大本営地下壕や
総監室などを見学。最後は会員店舗「墨花居 成城コルティ店」
　　　　　　　　　　　　　　　で懇親会を行い、参加者同士
　　　　　　　　　　　　　　　の交流を深めました。
　　　　　　　　　　　　　　　（第 8地区副地区長 山下 学）

第 6地区　「第 42回 若林こどもまつり」
2026 年 7 月 25 日（土）/  区立若林小学校
税に関する広報活動を行いました。ブースでは「税金クイズ」
や「1億円の重さ体験」を実施し、子どもから大人まで楽しみ
ながら税について学んでいただきました。イータ君も登場し、
150 名を超える方々にお立ち寄りいただくなど盛況となりま
　　　　　　　　　　　　　　　　　した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（第 6地区長 湯川 忠照）
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